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図２．うた遊びと専門職ネットワーク
　　　　  （乳幼児健診・保育・教育と療育）
重要なネットワークの要となる。
保健師等の母子保健の専門職も「うた遊び」
と無関係ではない。乳幼児の発達アセスメントで
重要なのは母子健康手帳の記録であるが、母子
健康手帳の中の１歳の頃には「伝い歩きをしたの
はいつですか」といった二足歩行についての項目
や「バイバイ、こんにちはなどの身振りをしますか」「大
人の言う簡単な言葉がわかりますか」「部屋の離
れたところにあるおもちゃを指すと、その方向を見
ますか」という項目にあわせて、「音楽に合わせて
身体を動かすことができますか」という項目や、「ど
んな遊びが好きですか」という項目があることは、
0歳1歳の「うた遊び」の体験の有無と関係が深く、
重要である。
小規模療育事業の中では、保育専門職が、リ
ズムに合わせて歩いたり走ったり、止まったりできる
か、周りとの同期性を見る。また大きな音、小さな
音に合わせて身振りを変えることができるかなどに
注目して、注意深く観察する。また、個別の保護者
の指導の中では、保護者が子どもの真似をするこ
とによって、子どもが周りの人が自分の真似をして
いるということに気づき、その動きをモデルとして真
似を返してくるかどうかなどにも注目して指導する。
こういった健診後の追跡対象となっている子ど
もや保護者は、医師、保健師、保育士、幼稚園
教諭、そして音楽療法を含む療育教室では様々
な専門の指導者、そして特別支援教育専門職な
ど、発達の課程で様 な々地域の専門職の方と関
わっていく。これらの専門職の養成課程の中で、「う
た遊び」を保育教育、そして療育の題材として共
通に学ぶ教材として確立し、専門職者を「うた遊
び」でつなぎ、「うた遊び」の指導計画を、多職種
で共有することにより、保育教育の現場における
指導内容の連続性が生まれ、子どもの中での新
たな行動の獲得・学習が、より生まれやすく、また
強固になると考えられる。
これらの多職種が養成課程において「うた遊び」
を共有し、保育教育の現場において、発達記録
を共有できるよう、「うた遊び手帳」は複数の記録
者が利用すること想定して、巻頭の「この手帳の
使い方」を説明している。第1巻と第2巻は保育所
の担任と保護者が、第3巻は保育所の担任と加
配の支援保育士が、第4巻は幼稚園の担任と放
課後の預かり保育の担当が、第5巻は幼稚園の
担任と通級指導教室の教諭が、ともに一人の子ど
ものうた遊びでの成長を見つめながら記録を取り、
うた遊びでの発達を共有することをモデルとして
示している。これらの専門職をつなぐ支援ツ ルーと
して、活用されることを目指している。
６	 うた遊びでつなぐ保育教育	
本稿においては、うた遊びによる保育・発達支
援の基本的考え方をまとめ、今後の保育・発達支
援における「うた遊び」導入の指針を、新たな「幼
保連携型認定こども園教育・保育要領」と関係づ
けながら示してきた。新たな「幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領」においては、乳児期から
就学前までの教育過程のねらいが示されているが、
すべての年齢で導入できる「うた遊び」は、乳児
期からの蓄積が可能な、発達をつなぐ重要な教
育手段となると考えられる。
また、乳児期から就学前、あるいは就学後の
児童期まで子どもがかかわる専門職において、「う
た遊び」の共有が、子どもの発達の地域支援ネッ
トワークを強固にすることも示した。集団の中で
個別に記録を取って教育を進めるとき、「うた遊び
手帳」で記録を取ることで、担任やその他の保育
者の取組みが共有されやすくなり、専門領域と職
種を超えた教育保育が可能になる。子どもの保育
に関わる専門職が、同じ目線に立って一人の子ど
もの成長を見守るとき、子どもにとって教育の場を
超えた発達の可能性が生まれると考えられる。
筆者らは、この開発研究により、一人一人の子
どもと保護者、専門職の「うた遊び」体験が、手
帳を通して多職種に共有されるようになり、子ども
の中での遊びの繰り返しが、より多様な教育保育
の場で深められ、楽しい保育の思い出として、発
達的につながっていくことを期待している。
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